第５回　長南町過疎対策検討委員会議事録要旨
平成２５年３月１日(金)1８時３０分から
中央公民館2階視聴覚室
出　席　者　過疎対策検討委員会委員9名アドバイザー１名　
　傍聴者4名
事務局　；唐鎌
会議資料
委員長作成　過疎化対策検討委員会の2月1日分意見のまとめ
町のグランドデザインについて。

Ｍ委員；共に支え合って！地域包括ケアの町
Ｔ委員・Ｈ委員；定住と促進のために「町内での仕事」について
Ｎ委員；町の年間イベントについて。町キャラクターの紹介
会議の概要
１．委員長あいさつ
　　前回からの宿題の、空家店舗等の活用について、商店街の活性化等まとまっている方から随時発表して進めていって参りたい。過疎問題は非常に奥が深く難しく、多方面に亘っている問題もある。いろいろ検討して頂き、これはという案を示して頂き住民の方々の総意を得た中で町の方へも伝えていきたいと思っております。とあいさつ
２．検討・協議の内容
Ｍ委員；『「共にささえあって」みんなが幸せになるまちをつくろう！』（別紙資料）について説明される。
　また、前回の「まほろばをめざして！」のパンフの編集にあたっての案が説明される。
その後、各委員から意見有り。その主な内容。
・長期的に長く使うものと、短期的に回数を続けて行くものの2種類あると思う。長く使うものをイメージし作成したとのこと。
・過疎になって困ること、具体的には、財政的な面、冠婚葬祭、沈滞化、少子化、後継者不足、高齢化等がある。だから、レジメの最初に、過疎になると困るんだよ！だから、地域みんなで、何とかしなければいけない！その為にパンフ（レジメ）を作成し、呼びかけを行うのだと思う。地域の方々がどれだけ過疎化になると大変か！自覚していない地域ではみんな上手くいっていない。そのためにこのパンフ（レジメ）を作成し発行するんだと思う。現状の認識がないと上手くいかない。町民自身が立ち上がらないといけないと思う。
・委員長；住民への啓発及び意識改革並びに過疎対策検討委員会の認知も含めて情報発信したいと考え提案した。
・情報誌の2回目以降は、委員の紹介とか検討委員会の内容等も掲載し、足がかりになればと考えている。

・今後は、町マスコットキャラクター「ちょな丸」を使って過疎情報発信を考えても良いのではないか？　また、他人事のようではなく、インパクトのある伝達の方法を検討したらどうか？

・パンフ（レジメ）は早く発行したい。
Ｔ・Ｈ委員；定住促進のための「町内での仕事」などについて説明。何をどのようにという観点からまとめましたとのこと。
　長南町の都心から近いとの「地の利」を生かすこと。圏央道の開通のインパクト。町の受け入れ体制の整備（促進）ＩＴ系・アート系のまちづくり構想。他地域においても、成功しているのは、ほとんどがアートを利用してのものが多いとのこと。その外、「市」の復活等による町の活性化を図る方法、ふれあい貸農園（地元住民と都市生活者のふれあいを定住促進に結び付ける。）、バックアップセンターの誘致（安定した笠森層で地盤がよいことから。）、竹の活用、食によるまちおこし（Ｂ級グルメ・地元産品を使用した料理等の紹介やレシピ・コンテストの開催等）、若者の結婚増加策について（ふれあいの場づくりの企画、幅広く地域的なものもよさのアピールがポイントとなる）等説明有り。

委員意見；食による町づくりは、直ぐにできておもしろいのではないか！蓮根等、キャラクター等使って。
・ＨＰ・広報にアップしたり掲載したりして広めてみたらどうか？
委員長；今のような話をどんどん詰めて、ＨＰ等使って発信していきたいと考えている。
・過疎委員がそれぞれ町内に関してのことを記事にして、写真を使ってどんどん発信していくようにできたら良いのでは？そんなに堅苦しくなくて良いと思う。ダメなものは、町がストップをかけるシステムを組み入れておけば、そんなにその部分に気を使わなくても行えるのではないか。これは、検討委員会の活動の原点として考えてみたらどうか？

Ｓ委員；空家の関係について、個人的に数件あたった結果について発表される。結果的には直ぐ貸してくれるということにはならなかった。将来的には可能というものは若干あった。借りることのむずかしさを改めて実感した。
Ｉ委員；この空家の関係は、町の直接的な業務では無いのかもしれないが、町が介入して、貸し手・借り手の仲介できるシステムがないのはおかしいと思う。不動産業者が沢山いて、民間にまかせておけば良い状況で有ればよいが、そのような地域ではないので何らかのシステムを作る必要があると思う。そうでないと定住促進を進めるにあたっても重要な問題だと考える。
委員長；次回は是非この問題を進めて行きたいので、町の担当課との意見交換の場所をもって検討を進めることとしたい。

委員；賛成の意見多数。
委員；これは急がなくてはいけない案件だと思う。住む処、職場については重要な問題である。定住促進を進めるには重要なこと。今貸そうなんて思っている人は正直いない。積極的に動いて貸してもらうようにしないといけないと思う。そうでないと町の活性化につながらない。事情は色々あると思うがそこを何とかしないといけない。
委員長；これは基本的な問題だと思う。新築を買って住むことが出来る方はよいが、資金があってそうできる人はなかなかいない。借りたり、中古住宅を買ってということを定住促進に結び付けないといけない。
Ｈ委員；中古住宅には、若い人ほど、居抜きで買って自分で改装したりして楽しみながら住んでいる。そうしていると芸術家なども来るようになると思う。
委員長；それでは、この問題について、町の担当課（者）を呼んで、今まで行ってきたこと等を説明頂く中で、委員皆様方の意見も頂き協議する場所を次回に設けるようにしたい。

Ｉ委員；手に職を持っている方だと、町に来てくれる可能性は高い。そういう人達へ空家等の情報をＨＰで掲載すると反響を呼べることもある。また、町内で食事をしようと思ってもほとんどない。これも少し問題である。空き家を使って食事のできる場所を一軒でもつくるとみんなが集まってくる。
　更に、「市」の復活は是非実現させましょう。現実的にもできることではないか？
Ｎ委員；「市」は大変面白い。是非きっかけづくりとしてやりましょう。

委員長；町の将来のグランドデザインについて説明有り。どんな町にしたいのか？町の総合計画と異なり、委員それぞれの考えている町の構想は、微妙に異なると思う。私は資料に示したような基本的な考えである。（資料に基づき説明がされる。）
Ｍ委員；地域的包括ケアのまちづくりについて説明される。

「5時から村」の紹介。福祉のまちづくり。障害者にも生き生きと生活出来る張り合いの有る様な社会の実現。
Ｈ委員；核家族化は都会だけの問題と思っていたが、田舎でも最近はそうなっている。これは問題だと思う。人が集まり、交流が始まる。活性化するためにも何かはじめてしまうことが大事ではないか？　月例の「市」を始めましょう。「市」の復活は一番手頃で手っとり早いと思う。委員みんなが考える理想の町は、細目は違えどほとんど同じであると思う。

Ｎ委員；教育を見なおすことにより、核家族化も防げるのではないか？
Ｉ委員；圏央道のインターの効果は非常に大きいと思う。「市」というイベントを行えば、新しいコミュ二テイが生まれ、交流・活性化につながると思う。

Ｎ委員；自分の宿題の、「町で今行われているイベント等」の調査した結果の説明がされる。新しいことをだけを起こすのではなく、既に行われていることを調べ、これらを利用する中で考えられないかとも考えているとのこと。
委員長；本日のまとめに入る。
①リーフレット（案）の修正について
②空家の関係
③「市」の関係
次回はより具体的に流れを整理して、持ってきて下さいとのこと。

　その外、「農業分野・観光商工業関係・就業場所等について打開するにはどうしたらよいか？また、その解決策は？」それぞれ意見を出して頂き、まとめていくように！とのこと。
委員より；話が少し多方面に亘って来たような気がする。過疎対策問題は色々な原因があり、一つ二つのことを行っても問題解決にはならないことは分かるが、これ以上広げてもどうかと思う。今出ていることを掘り下げて整理していった方が良いのではないかとの意見有り。
委員；何人か同じような意見有り。

委員長；それでは、次回からは今出ているような意見を少しまとめていく事の方向で行うこととしましょう。
①空き家情報についてのヒアリング

②どんなイベントをどのように行っていったらよいか？
もう少し内容を詰めることとすることを提案する。

委員；承諾

次回開催日時
平成25年3月21日18時30分から
第1会議室で開催とすることに決定。

午後9時　　終了
　

